
令和６年度和光市立大和中学校 第４回 学校運営協議会議事録 

 

１ 開催日時 令和７年１月２１日（火） １０：００～１１：３０ 

 

２ 場  所 和光市立大和中学校 会議室 

 

３ 出 席 者 加藤 聡司  関口 寿子  山西 葉子  高田 陽子 

  來嶋実樹子  中村 哲   佐藤 真二  秋葉 孝善 

中村 光江  森下 泰廉 

（計１０名）  

４ 協議内容 

（１）各学年職員より 

  ・入学当初は小学生のようだった１年生も、中学生らしくなってきた。多くの生徒

が部活動でも頑張っている。今は 3 ヶ月後に後輩ができるので良い先輩になれる

よう意識した生活を送っている。 

  ・1/24 の上野浅草への校外学習に向けて、今は昼休み等も準備等の活動に一生懸

命取り組んでいる。 

  ・落ち着いた学校生活を送っている。先週のスキー林間学校では全員が３日間スキ

ーに取り組んだ。その中で、成果と課題を子供たちが振り返り、最上級生への進

級に向けて取り組んでいく。 

・入試に向けての面接練習では、たくさんの学校応援団の皆様のご協力により、生

徒にとって自分の将来の姿を考えさせることができた良い場となった。ありがと

うございました。 

・これから私立入試が始まる。1/22 には 200 名近い生徒が受験する。2 月末には、

県公立の受検も控えている。佐藤校長が作成した「だるまの掲示物」の前で、朝

お参りしている生徒を職員がみた。微笑ましい場面だった。 

 

  ○職業講演会について 

(委員)自分の子どもをみていると、大学生といっても、将来について明確になっていな

い。中学生で明確なビジョンを持っている生徒はいるのか？今回の職業講演会を

通して生徒に「こんな職業があったのか。」という興味を惹くこともできたと思

う。 

  →色々な職業について知ることができた。また「働くとはこういうことなのか」と

気づき、考えさせられたという生徒がたくさんいた。 

  →講演について生徒の興味関心が非常に高かった。働くことの意義や、やりがいに

ついて、考えたり、感じることのできる機会になった。 



(委員)先生は日々忙しくて大変な職業だと思うが、良い瞬間は何ですか？ 

  →子どもの成長を間近で感じられる。「わかった。」「できた。」等の苦手な子ができ

た部分を実感できると嬉しい。 

  →日々、大変なことが多いが、出来なかったことが出来るようになったとき。 

   合唱コンクールに向けての取組も、音取りから始めて、合唱を作り上げていくた

め、当日の演奏では泣いてしまう。 

  →教科指導ももちろんだが、それ以外の場面で子供と温かく触れ合えたとき。 

   子供たちからサプライズで色紙をもらい嬉しかった。また頼られると嬉しい。 

   若手教職員から相談されるときも、やりがいを感じる。 

 

  （２）１１～１月の学校教育活動（学校行事）について 

本校 HP のダイアリーより、本校の２学期の活動の成果を報告。 

（1,2 年職業講演会、3 年保育実習、スキー林間学校 等） 

（３）今後の教育活動（３学期等）について （※資料をもとに説明） 

 

（４）令和６年度の学校関係者評価について 

  (委員)評価をする際に、各質問に対する明確な資料や説明がなく、評価がつけづらい。

子供が在学中は子供から聞けたが、評価する材料がない。 

    →今後もっと提示できる資料等を増やしていく。 

 

  (委員)部活で暗くなったあとの生徒へはどういう指導をしているか。 

    →下校時にはできるだけ集団で帰る・明るいところを通る等の基本的な指導に加

え、今後は登下校中に着用できる服の色も改訂していく。 

  (委員)具体的な事件例を提示、また防犯情報を発信して、自分の身を自分で守る意識を

持たせる指導もしてほしい。防げないものもあるが、防げるものは防いでいける

よう、危険が潜んでいるところを生徒自身が意識できるようになってほしい。 

 

  (委員)小学校だと放課後の遊んでいる様子や、朝マラソンなど活動が見取りやすいが、

中学校の場合は外部からは、外遊び等の取組については評価しづらい。 

    →外部から見えるような活動には限界があり難しい。部活動の朝練も今は行わな

い方針である。 

    ・学校が変えるだけでなく、保護者が変わっていく必要がある。家庭が変わらなけ

ればなかなか難しいのではないだろうか。職業体験から職業講話への変革で、負

担は減ったが、それでもまだ負担が多いようなら、さらに精査していく必要があ

るのではないだろうか。 

 



（５）校則検討について今年度の取組説明 （※資料をもとに説明） 

  (委員)髪の長さが中途半端で、一部を三つ編みのようにして留めるのはダメだと聞いた

が、ダメな理由は何なのか。 

    →原則として、学校ではオシャレや学校生活に必要でないものは禁止というのが

今までの判断基準。ただ時代と共に変化している。子供の意見を聞き、保護者の

意見を聞きながら、少しずつ対応している。理由が説明できない校則は無くして

いく。 

  (委員)子ども達が、正式な手続きを踏んで変更を進めていくことは良いことだと思う。 

     大人になっても必要なこと。「手続き」を学ぶ良い勉強になると思う。 

  (委員)生徒会が示した資料が、根拠として「良い点・悪い点」が提示されていて良いと

思った。登下校の安全上の観点からも、暗い時間帯の下校も考慮して、着る物に

色味があった方が良いと思う。 

 

 

５ 次回の開催日程 

  令和７年 3 月２１日（金） １０：００～１１：３０ 

 

 


